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学 位 論 文 要 約 
    
児童・思春期病棟看護師と小学校教諭の情動知性と心の健康及びエゴ･レジリエンスの比較 
（著者：大森眞澄、吉岡伸一） 














項目版情動知性尺度（Emotional Intelligence Scale：EQS）、12 項目版精神健康調査票（GHQ）






看護師 49 名（男性 4 名 女性 45 名）と小学校教諭 64 名（男性 25 名 女性 39 名）の計
113 名から回答が得られた。看護師の年齢は、39.5 ± 10.0 歳、小学校教諭の年齢は 46.4 
± 8.4歳であった。専門職としての経験年数は看護師が14.9 ± 8.9年、小学校教諭が22.6 








看護師の経験年数及び年齢とEQS総計は、有意な正の相関（それぞれr = 0.421、r = 0.404）
がみられた。看護師の EQS の 3 領域について、年齢及び経験年数ともに、「対人対応」と
「状況対応」の間に有意な正の相関がみられた。しかし、小学校教諭の場合、年齢及び経
験年数ともに、EQS 総計及び EQS の 3 領域のいずれとの間にも有意な相関はみられなかっ
た。GHQ と ERS について、看護師、小学校教諭ともに年齢及び経験年数と関連はみられな
かった。ERS と EQS との関連性について、看護師では、ERS と EQS 総計（r = 0.502）、「対
人対応」（r = 0.464）、「状況対応」（r = 0.545）と有意な正の相関がみられ、小学校教諭

















小学校教諭は看護師に比べて、EQS 及び ERS が有意に高かったが、経験年数との関連は
みられなかった。しかし、看護師の経験年数と EQS の「対人対応」、「状況対応」では正の
相関がみられた。看護師の情動知性の育成には、体験の意味づけが必要で、個人的資源と
仕事上の資源を活用した支援体制の構築が求められる。 
